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 1 　 策定の背景と 目的

　 「 杜の都・ 仙台」 のシンボルである 広瀬川。

　 藩政時代には、 その広瀬川から 取水し た四ツ 谷用水が市井を 流れたこ と で

地下水の涵養を も たら し 、 「 杜の都」 の所以でも ある 武家屋敷内に植樹さ れ

た「 屋敷林」 の生育に大き く 寄与し てき た。 ま た、 その水を 城下の生活に利

用する など 、 古く から 市民の生活に欠かせない川と なっ ていま し た。 市民生

活に密接な関わり を 持っ てき た広瀬川については、 高度経済成長期の急速な

都市化によ り 水質の悪化や自然が失われる など 、 広瀬川を 取り 巻く 環境が大

き く 変わり つつあ り ま し た。 こ のよ う なこ と から 、 昭和49年（ 1974年） に

「 広瀬川の清流を 守る 条例」 を 制定し 、 市民と 共に広瀬川の水質の改善や、

周辺の自然環境及び景観の保全に努めてき ま し た。

　 こ う し た取組みの成果も あり 、 広瀬川はアユが棲む清流と し て広く 知ら れ、

歌謡曲や市内の校歌の歌詞に多く 取り 入れら れる よ う になり ま し た。 その後、

平成13年（ 2001年） の「 仙台開府四百年記念事業」 を契機に、 改めて広瀬川

の魅力を認識する と と も に、 新たな魅力を創出する 機運が高ま り ま し た。

　 広瀬川の自然環境や景観等を次代に引き 継いでいく ためには、 多く の市民が

広瀬川に親し み、 その魅力を感じ る こ と が重要です。 こ のため、 広瀬川で自主

的に活動を続けてき た知識や経験を有する 市民団体やN POなどで構成する 「 広

瀬川創生プラ ン素案づく り 実行委員会」 が主体と なって、 広瀬川の豊かな自然

環境の保全や川と 共生する 暮ら し 、 そし て新たな魅力の創出に市民と 協働で取

り 組んでいく 広瀬川創生※プラ ン（ 以下「 プラ ン」 と いう 。 ） の素案を作成し

ま し た。 平成15年（ 2003年） に同実行委員会よ り 仙台市にプラ ンの素案が提

案さ れ、 その後、 学識経験者などで構成する 「 広瀬川創生プラ ン策定推進協議

会」 （ 以下「 協議会」 と いう 。 ） での検討を経て、 平成17年（ 2005年） に行

動計画と なる プラ ンを策定し ま し た。
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平成13年
（ 2001年）

広瀬川市民会議

「 これから の広瀬川を考える懇談会」開催（ ～平成1 4 年（ 2 0 0 2 年）8 月）

広瀬川創生プラン策定までの経過

※広瀬川の活動団体・ 市民と の意見交換の場

広瀬川創生プラン素案づく り 実行委員会設立（ 平成1 4 年（ 2 0 0 2 年）1 0 月）
（ ※「 こ れから の広瀬川を 考える懇談会」が前身）

実行委員会が母体と なり 設立（ 平成1 6 年（ 2 0 0 4 年）4 月）
※『 広瀬川市民会議』準備会を設立し 準備

①広瀬川創生プラン
　 素案作成を依頼

（ 平成1 4 年（ 2 0 0 2 年）1 1 月）

②広瀬川創生プラン素案提出
（ 平成1 5 年（ 2 0 0 3 年）6 月）

⑤策定
（ 平成1 7 年（ 2 0 0 5 年）3 月） ④プラン策定の検討

（ ～平成1 7 年（ 2 0 0 5 年）3 月）

③設置
（ 平成1 6 年（ 2 0 0 4 年）6 月）

広瀬川創生プラン

広瀬川創生プラン
策定推進協議会

仙台市建設局百年の杜推進部
百年の杜企画課広瀬川創生室

※素案提出を受け、プラン専管組織として新設

「
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⑴ 策定の背景と 目的

※　 広瀬川がも つ豊かな自然や動植物の良好な生息環境を保全・ 継承し つつ、 その環境を活かし た新たな魅力を

　 　 創出し ていく こ と を意味し ます。
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※　 コ ンク リ ート 等の人工構造物によ る 従来型の都市基盤（ グレ ーイ ンフラ ） に対し て、 良好な景観形成やヒ ート

　 　 アイ ラ ンド 現象の緩和、 水害リ ス ク の低減など、 自然環境が持つ多様な機能に着目し 、 それを都市基盤と し て

　 　 活用する と いう 考え方（ 取組み） 。

⑵ 改定のポイ ン ト

　 現行プラン（ 2015-2024） の計画期間満了に伴う 改定に向け、令和６ 年（ 2024年）

に協議会の中でワーキンググループを設置し 、協議会と 議論を重ねながら 改定作業

を進めてきました。

　 その中で、前提条件と なる 基本理念や基本目標については、今回の改定が「 広瀬

川創生プラン素案」 の理念上の計画期間50年内であること から承継すること として

おり ます。また、同年に実施した市民意識調査や広瀬川で活動する団体へのアンケ

ート 調査結果を参考にすること としており ます。さらに、仙台市が進めるグリ ーンイ

ンフラ ※の継続的な取組みや、仙台市ダイバーシティ 推進指針の観点を取入れるこ

と としており ます。

　 検討の中では、少子高齢化や生活様式の多様化、担い手不足などの社会情勢の

変化により 、「 活動団体同士の連携・ 協力の必要性」 、「 小規模イベント への支援の

必要性」 、「 更なる魅力の発信の必要性」 が高まっていること や、進行管理の明瞭化

などが課題であると 整理しました。

　 今回の改定では、こ れら の課題等を踏まえ、「 基本理念・ 基本目標・ 施策の方向

の承継」 、「 相互交流や連携・ 協力の更なる 推進」 、「 重点事業認定制度の拡充」 、

「 進行管理の見直し」 の４ つの視点に着目し 、プランの見直し を行いました。
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プランにおける上流域・ 中流域・ 下流域の区分図

 河川法に基づく 広瀬川の管理区間に加えて、 広瀬川の支流や名取川合流後

の河口など 、 広瀬川に関連する 幅広い範囲を 対象と し ま す。

上流域

中流域

下流域

 2 　 広瀬川の範囲

10km

山形県

太平洋

仙台港

名取川

国道4 8 号
国道4 5 号

仙石線

仙台東部道路

仙台南部道路

貞山運河

国道4 号

新川川

大倉ダム

大倉川

広瀬川

仙山線

白沢付近

東北新幹線

東北本線

東北自動車道

国道2 8 6 号

愛宕堰付近

国道2 8 6 号
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　 仙台市基本計画や、 仙台市都市計画マス タ ープラ ン をはじ めと する 仙台

市の関連計画、 およ び国・ 県が策定する 関連計画など と 連携・ 整合を図っ

ていま す。

　 仙台市では、 ま ちづく り の指針と なる 基本計画を令和３ 年（ 2021年） ３

月に策定し 、 「 杜の都」 を 新し いス テージに押し 上げる ため、 ま ちづく り

の理念を「 挑戦を続ける 、 新たな杜の都へ～“ The Greenest City” SEN -

D AI ～」 と し ま し た。

　 こ の理念のも と 「 杜と 水の都プロ ジェ ク ト 」 と し て、 広瀬川をはじ めと

する 水辺において、 誰も が親し みやすく 、 楽し める 親水空間を つく る こ と

と し ていま す。

※１ 　 内閣官房水循環政策本部事務局ホーム ページ（ 水循環基本計画）

　 　 　 http s://w w w .ca s.go .jp /jp /se isa ku/m izu _ junka n/a bou t/b a sic_ p lan .h tm l

※２ 　 宮城県ホーム ページ（ 流域水循環計画）

　 　 　 http s://w w w .p re f .m iya g i.jp /so sh iki/ka n kyo-t/ryuu ikike ika ku .htm l

整合 連携 整合 連携

広瀬川創生プラ ン

●水循環基本計画※1

●名取川流域水循環計画※2　 など

（ 国・ 県の関連計画）

（ 関連する分野別計画等）

●仙台市都市計画マスタ ープラン -都市計画に関する基本的な方針-

●仙台市みどり の基本計画

●杜の都環境プラン（ 仙台市環境基本計画）

●仙台・ 青葉山エリア文化観光交流ビジョ ン

●仙台市SD Gs（ 持続可能な開発目標）推進方針

●仙台市ダイバーシティ 推進指針 ほか

仙台市基本計画

 3 　 計画の位置づけ
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https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/about/basic_plan.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kankyo-t/ryuuikikeikaku.html
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　 プラ ン の基と なっ た「 広瀬川創生プラ ン 素案河水千年の夢－広瀬川・

悠久の流れと ま ちづく り －」 は理念上の計画期間を 50年と し ており 、 こ

れま でのプラ ンの計画期間は、 平成17年（  2005年）  のプラ ン 策定時、

平成27年（  2015年）  のプラ ン改定時と も に10年と し ており ま し た。 こ

れはプラ ン 全体の目標の達成状況や社会情勢の変化に対応する ためのも

のであ り 、 その経過を 踏ま え、 今回のプラ ン 改定についても 同様に、 令

和７  年（  2025年）  度から 令和16年（  2034年）  度ま での10年間と し

ま す。

SD G s（ 持続可能な開発目標）

　 仙台市では令和2年（ 2020年） 3月策定の「 仙台市SD Gs（ 持続可能な開発

目標） 推進方針」 に基づき 、 仙台市基本計画を はじ めと し た各種計画策定の

際にはSD Gsを 念頭に置いた取組みを 推進する こ と と し ており 、 プラ ン も そ

の一つです。

　 SD Gsと は、 平成27年（ 2015年） 9月の国連サミ ッ ト で採択さ れた「 持続

可能な開発のための2030アジェ ン ダ」 に記載の令和12年（ 2030年） ま でに

持続可能でよ り よ い世界を 目指す国際目標で、 17のゴ ール・ 169のタ ーゲッ

ト を 定めていま す。 プラ ン におい

ても 、 SD G sの達成に貢献する た

め、 基本目標と 施策の方向に関連

する 主な ゴ ールを 示し 、 SD G sを

共通理念に市民協働によ り 取組事

業を 推進し てま いり ま す。

ダイ バーシティ の推進

　 仙台市では令和６ 年（ 2024年） 度に「 仙台市ダイ バーシティ 推進指針」 を

策定し 、 市民と 行政の連携によ り 育んでき た都市の魅力や個性に対する 市民の

誇り を土台と し ながら 、 さ ら に発展さ せ、 多様で調和のと れた仙台ら し いダイ

バーシティ ま ちづく り を進める こ と と し ていま す。

 広瀬川で行われる 様々な取組みの推進にあたっては、 担い手不足や活動団体

内の高齢化などの課題が顕在化する 中、 人々の多彩な交流から 、 さ ま ざま な経

験やアイ デアを掛け合わせ、 新たな価値を創出し ていく 発想が求めら れま す。

　 本プラ ンにおいては、 広瀬川の良好な環境を守り 、 育てる 中で培われてき た

市民協働の力を生かし 、 複数の主体が連携・ 協力し ながら 、 多様性に配慮し た

施策や、 新たな魅力の創出を推進し ま す。

持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ S D G s ）

 4 　 計画期間
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① 青葉山公園　 　 ② 第二広瀬川橋梁（ JR 仙山線陸前白沢駅～熊ケ根駅間） 　 　 ③ 青下水源地 青下第１ ダム

④ 新川山田橋付近　 　 ⑤  セイコ ウ大橋より 上流を望む　 　 ⑥  新天狗橋から 大倉ダムを望む　 　 ⑦  新鳴合橋より 上流を望む

❸❶

❹❷

❻ ❼

❺❺


